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２３億4,500 万円
昭和80年度一般会計予算

昭
和
六
十
年
度
の
町
予
算
が
、
去
る
三
月
十
一
日

、
町
議

会
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一

般
会
計
の
予
算
総
額
は
二
十
三
億
四
千
五

百
万

円
で

、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
る
と

、
四
億
三
千
万

円
の

増
、
率

に
し
て
二
二
・
五
％

の
増
と
な
り
ま
し
た

。

こ
の
中
で
、
今
年
度
は
県
北
中
学
校
の

改
築
、
町

民
プ
ー

ル
の
建
設
な
ど
が
、
重
点
事
業
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す

。

歳
　
　
　

入

歳

入
の

四
一
％

を
占

ぬ
る
地

方
交

付
税
は
、
前
年
度
当
初
’ｒ

算
を
一
丁

・
。。

％

上

ま
わ

り
ま
し

た
。

町
俊

お
よ

ぴ
国
庫

支
出

金
は

、
県

北

中
学

校
の

改
築

お
よ

び
町
民
プ

ー

ル
建
設

の

た
め
の
補

助
金

と
起
債

か

主

な
も

の
で

、
そ

れ
ぞ
れ
大

幅
な

仲

び
と
な

り
ま
し

た

。

県
支
出

金

に
つ

い
て

は

、
浄
化

セ

ン
タ

ー
周
辺

対
策
事
楽

の

推
進
に
伴

う

補
助
金

か
主

な
も

の
で
す

。

自
主
財
源
は
三
二
・
四
％

歳
入
予
算
を
自
主
財
源
｛
町
か
収

入
額
を
見
積
り
、
賦
課
徴
収
す
る
な

ど
、
自
主
的
に
確
保
で
き
る
収
入
｝

と
国
県
等
依
存
財
源
（
国
や
県
な
ど

か
ら
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た

り
、
剛
当
て
ら
れ
る
収
入
）
と
に
分

け
る
と
、
自
主
財
源
は
、
構
成
比
で

前
年
度
よ
り
二
・
六
％
高
い
こ

Ｉ
・
四

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町税の内訳

固定資産税

43.3 %

2億2  , 713万 円

町民税

39.8％

2億364 万円

町 たば こ 消費 税 ８.８％

電 乱 悦　6  は %

税 の 負 担

固定資産税

一 世帯 当り

68.725円

個人町民税

１人当り

14 , 5円



歳

出

今
年
の
歳
出
の
劃
合
は
、
下
我
の

と
お
り
に
な

り
て
い
ま
す
。

構
成
比
の
高
い
も
の
か
ら
み
て
み

ま
す
と
、
教
育
費
、
土
木
費
、
総
務

費
、
衛
生
費
、
公
債
費
、
民
生
費
、

農
林
水
産
業
費
の
順
と
な

り
て
い
ま

す
。前

年
度
と
比
較
し
て
、
一
五
九

八

％
の
伸
び
と
な
っ
た
教
育
費
は
、
県

北
中
学
校
改
築
、
町
民
プ
ー
ル
建
設

費
で
あ
り
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
対
策
費

に
つ
い
て
は
、
前
年
は
農
業
対
策
と

し
て
農
林
水
産
葉
費
に
計
上
し
ま
し

た
か
、
今
年
度
は
下
水
道
課
の
新
設

に
伴
い
．
一
括
し
て
土
木
費
に
計
上

し
ま
し

た
の
で
一
九
・
九
％
の
伸
び

と
な
り
．
一
方
．
萪
林
水
産
業
賢
は

三
七
・
四
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
．

費
目
ご
と
の
主
な
も
の
を
挙
げ
ま

し

た
．

60年度盛点事業 県北中半校改狢

教育費

S゙ 県 北中 学校 改築事業　　　　　　　3 億5,806 万円

●運 動 公園 施 般整備 費　　　　　　　　1 億303 万円

(町民プール，町民プール夜間照明，テニスコート夜川照明)

●町民 体育館 屋 根補修 工事　　　　　　　1,  7 万円

卜･公民館施 般 管理運 営 費　　　　　　　　l,  4 万円

●三町 給食 セン ター分担 金　　　　　　　5 万円

土 木 費

●町道整備費　　　　　　　　　　　1 億3.  7 万円

●下水道浄化センター対策費　　　　　　8.194 万円

●道路橋梁維持管理費　　　　　　　　　3  , 5万円

●河川整備費　　　　　　　　　　　　2.136 万円

●公営住宅維持管理費　　　　　　　　　　383 万円

総務費

●交通安全対策費

･･地域総合振興費

●事務事業改善費

|･広報くにみ発行蒭

|･自泊振興推進費

563 万 円

400 万 円

２２ｑ 万 円

168 万 円

115 万 円



衛生費

卜 老人保健対策費　　　　　　　　　　　2  , % 8万円

S･各種検診事業　　　　　　　　　　　　872 万円

●各種予防接種　　　　　　　　　　　　264 万円

●公立藤田総合荊院負担金　　　　　1 億5  75 万円

公債費

●町債元利償還金　　　　　　　　　2 億1,154 万円

民生費

卜 児童手当交付金　　　　　　　　　　　2  , 4 %万円

卜 重度心身障害者医療費扶助　　　　　　　800 万円

●老人家庭奉仕員設置事業　　　　　　　　317 万円

卜 長寿を祝う事業（敬老会・敬老睨金）　　317 万円

●乳児医療費扶助　　　　　　　　　　　260 万円

卜 老人クラブ活助助成費　　　　　　　　　100 万円

農林水産業費

●伊達西部土地改良事業　　　　　　　　 乢 3 万円

●,林道の整備事業　　　　　　　　　　　 乢 5 万円

●育苗センター朋設事業　　　　　　　　1,284) 万円

S･河川工作物関連対策事業　　　　　　　　880 万円

・ 伊達地峨営農団地農道整備事業　　　　　487 万円

消 防 費

卜 伊達地方消防組合負担金　　　　　　　6.5 万円

1･防災行政無線の運用　　　　　　　　　　179 万円

●消防団機械器具の整備　　　　　　　　　115 万円

商工費

●中小企業振興預託金　　　　　　　　　　600 万円

S･商工会館建設費助成　　　　　　　　　　500 万円

●商工会運営助成　　　　　　　　　　　400 万円

そ の 他 の 特 別 会 計

１ 会 肝 名 ａ本 年 慶 麒 前 年 度 顫 比　　 較

匹 水村策施設 4.7 印万円 ４偉2. 4万円 合3億U74 万円

国民健康保則 ５億9 , 万円 ５億5,600万円 3 , 48万円

旧1 葡昜水jd l,182万円 1,068万円 114万円

省　　　 英
‘　　　　 １

642万円 631万円 11万円

l入山財産11 622万円 732万円 △　110 万円

蔘ｍ 財産Ｓ 53S万円 521万円 14万円

大木戸財産図 50万円 55万円 △　5 万円

町,老人保健 ４億3,692万円 ４億缶 5 万円 △　653 万円

水　道　事　業　会　計

科　　目 本 年 度 額
Ｗ

前 乍 贋 覩
－

比　 較

収益的

収 入 １億4. 引 4万円 １億3. 材 5万円 669万円

支 出 １億し 4 万円 １億1,305万円 279万円

資本的

J11

収 人， ０ ０ ０

U 415万円 480万円 △65 万円

資本的収入額が資本的支出に対して不足する額415

万円 は遇年度分損益勘定留保資金で補てん



ふるさとの文化財

⑩町指定有形文化財(古文書)

伊達晴宗判物

伊達政宗書状

菊　池　利　雄

近
世
に
お
け
る
羽
州
街
道
の
宿
駅
、

小
坂
宿
に
置
か
れ
た
旧
口
留
希
所
冪

塚
弘
家
に
は
。
伊
達
晴
宗
判
物
お
よ

び
伊
違
政
宗
書
状
各
一
通
が
伝
藏
さ

れ
て
い
る
。

冨
塚
家
は
東
北
の
雄
族
大
名
仙
台

藩
に
仕
え
て
、
宿
家
老
（
家
老
職
を

世
襲
す
る
家
柄
）
を
務
め
た
伊
達
氏
一

甜
代
の
名
門
で
家
譜
に
よ
れ
ば
蓆
姓
、

先
祖
が
出
雲
国
（
島
根
県
）
の
冨
塚

郷
に
住
し
、
在
郷
の
地
名
を
と

’
て

姓
と
し
た
。
源
平
の
合
戦
に
冨
塚
隆

継
は
平
知
盛
に
従
っ
て

戦
い
。
壇

ノ
浦
に
平
家
が
亡
ん
だ
後
は
、
日
向

国
（
宮
崎
県
）
の
あ
た
り
を
牢
浪
し

て
い
た
か
、
の
ち
東
国
に
下
向
し
伊

達
朝
宗
に
仕
え
て
、
伊
達
耶
の
森
山

邑
を
下
賜
さ
れ
て
住
し
た
。

天
文
期
に
い
た
り
冨
塚
氏
の
所
蜥

は
。
本
貫
の
森
山
郷
を
は
じ
め
と
し
。

下
長
井
庄
洲
島
｛
現
山
形
県
川
西
町
｝

や
、
上
長
井
庄
矢
ノ
目
（
現
山
形
県

高
畑
町
）
な
ど
伊
建
領
の
各
地
に
広

が
り
が
み
ら
れ
、
冨
壕
仲
綱
は
奥
州

守
護
伊
達
穡
宗
の
宿
老
と
し
て
、

『
塵
芥
集
』
の
奥
に
連
署
す
る
な
ど
、

最
盛
時
を
迎
え
る
が
、
ほ
ど
な
く
お

こ
っ
た
伊
達
氏
の
内
紛
天
文
の
乱
に
．

仲
綱
は
陣
中
に
戦
死
し
、
伊
達
晴
宗

に
よ
っ
て
所
領
は
没
収
さ
れ
て
．
没

落
の
危
機
に
た
た
さ
れ
た
が
、
案
臣

の
佐
久
間
内
蔵
介
・
斉
藤
茜
内
に
伴

な
わ
れ
た
仲
綱
の
遺
子
亀
松
は
、
三

春
に
奔
っ
て
撫
育
さ
れ
乱
後
懸
田
俊

宗
の
と
り
な
し
に
よ
っ
て
．
旧
領
森

山
郷
を
回
復
し
家
名
を
再
興
し
た
．

冨
塚
亀
松
は
長
じ
て
名
を
宗
繝
と

改
め
、
伊
達
輝
宗
の
時
に
宿
老
家
に

復
帰
し
伊
達
政
宗
の
二
代
に
仕
え
て

い
る
．
天
正
十
九
年
豊
臣
秀
吉
の
奥

羽
仕
置
に
よ
り
、
伊
遥
郡
は
耐
生
氏

領
と
な
り
冨
塚
氏
は
森
山
城
を
去
っ

て
、
栗
原
郡
一
迫
眞
坂
城

二

五
〇

○
石
）
に
移
り
、
宗
綢
の
孫
冨
塚
取

信
の
代
に
は
、
宇
田
郡
駒
ヶ
嶺
城
も

孤
か
り
二
五
〇
〇
石
に
加
増
さ
れ
て

い
る
．
重
信
の
孫
富
塚
重
標
の
代
に

い
た
り
罪
を
得
て
家
禄
を
没
収
さ
れ
、

冨
塚
の
本
宗
家
は
亡
ん
だ
．
重
標
の

子
冨
塚
光
義
は
五
〇
石
で
再
興
を
許

さ
れ
る
か
、
延
享
五
年
他
国
追
放
の

拠
分
に
付
さ
れ
て

い
る
．

小
坂
の
冨
塚
家
は
光
義
の
後
裔
で

、

天
明
六
年
（
一
七
六
八
）
富
塚
良
助

以
降
小
坂
口
留
番
所
役
を
世
襲
し
て

幕
末
に
お
よ
び
、

い
ま
も
「
御
番
所
」

と
呼
ば
れ
て

い
る
。

標
記
の
古
文
書
は
、
本
来
冨
塚
本

宗
家
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
の
一
部
と

思
わ
れ
、
晴
宗
判
物
は
天
文
十
八
年

（
一
五
五
〇
）
七
月

、
冨
塚
仲
綢
の

所
領
を
没
収
し
て
小
梁
川
大
炊
に
与

え
た
所
領
の
宛
行
状
。
政
宗
晝
状
は

天
正
十
五
年

こ

五
八
七
）
九
月
、

伊
達
成
実
（
五
郎
）
に
宛
て
た
も
の

で
、
い
ず
れ
も
戦
国
期
に
お
け
る
伊

遼
氏
の
勤
行
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料

で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
三
月
町
の
重

嬰
文
化
財
｛
古
文
書
｝
に
指
定
さ
れ

た
、
町
内
唯
一
の
中
世
文
書
で
あ
る
・

参
考
文
献

国
見
町
史
、
伊
達
世
臣
家
譜

身近にある野草・薬草

⑩

つくし・すぎな

北
梅
道
か
ら
九
州
ま
で
広
く
自
生

し
ま
す
か
、
九
州
府
部
で
は
少
な
く
、

屋
久
鳥
に
は
、
ま
れ
に
し
か
ゐ
り
ま

せ
ん
．
『
ツ
ク
シ
だ
れ
の
子
　
ス
ギ

ナ
の
子
』
と
奩
謡
に
う

た
わ
れ
て

い

ま
す
が
、
本
来
ツ
ク
シ
と
ス
ギ
ナ
の

間
に
親
子
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
．

と
も
に
同
じ
艇
茎
か
ら
出
る
多
年

草
で
、
ツ
ク
シ
は
胞
子
を
生
じ
て
繁

殖
を
担
当
し
、
ス
ギ
ナ
は
栄
養
面
を

担
当
し
ま
す
．

春
早
く
地
上
に
出
て
く

る
ツ
ク
シ

は
、
淡
黄
褐
色
で
、
先
が
筆
の
徳
の

よ
う
に
ふ
く
ら
み
、
繁
殖
の
た
め
の

胞
子
を
飛
び
敵
ら
せ

た
あ
と
、
す
ぐ

に
枯
れ
ま
す
．
間
も
な
く
、
そ
の
付

近
か
ら
緑
で
、
枝
分
か
れ
し
た
ス
ギ

ナ
か
芽
を
出
し
、
夏
に
は
最
盛
期
と

な
っ
て
繁
茂
し
ま
す
．
葉
は
退
化
し

て
鱗
片
状
に
な
り
、
緑
の
部
分
は
枝

で
す
．
枝
は
葉
緑
素
を
含
み
、
デ
ン

プ
ン
な
ど
の
栄
養
分
を
作
り
出
し
、

地
下
の
根
茎
に
蓄
え
ま
す
．

▼
薬
用
▲

採
取
法
　
ス
ギ
ナ
の
地
上
部
を
と
っ

て
水
洗
後
、
日
干
し
に
し
ま
す
。

利
尿
に
　
一
日
量
三
一

十
グ
ラ

ム
を

水
三
百

に
で
％

量
に
煎
じ
て
服
用
し

ま
す
。

解
熊
・
せ
き
止
め
に
　
右
と
同
様
に

用
い
ま
す
。

▼
食
用
▲

採
取
法
　
手
で
っ
み
と
り
ま
す
．

料
理
　
は
か
ま
を
は
か
し
．
ま
だ
胞

子
の
残
っ
て
い
る
頸
は
粉
っ
ぽ
く
苦

い
の
で
捨
て
、
茎
だ
け
に
し
て
軽
く

ゆ
で
、
ご
ま
あ
え
、
白
あ
え
、
み
そ

あ
え
、
汁
の
実
、
卵
と
じ
、
油
い
た

め
、
つ
く
だ
煮
に
．
生
の
ま
ま
干
し

て
お
茶
に
し
て
も
い
い
で
す
．

・
ツ
ク
シ
ご
は
ん

ゆ
で
て
、
だ
し
．
し
ょ
う
ゆ
、
み

り
ん
で
味
つ
け
し
た
ツ
ク
シ
を
、
炊

き
上
が
っ
た
ご
は
ん
に
ま
ぜ
ま
す
．

（
山

野
草

カ
ラ

ー
百

科
か

ら
）



国
民
年
金
積
立
金
還
元

融
資
施
設
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

オ
ー
プ
ン

～

四

月

一

日
～

『
・国

見
町

運
動
公

園
』（
森
山
字

上

野
台
）

に
．
全
天

候

型
テ

ニ
ス

コ
ー

ト

四
面

か
完
成

し
．

四
月

一
日

に
オ

ー
プ

ン
し
ま
し

た
．

前
月

号
で
も

紹
介

し
ま
し

た

か
、

使
用

方
法

な

ど
、
再

度
紹

介

い
た
し

ま
す

．

一
．
使
用
申
し
込
み

団
体
専
用
使
用
（
五
名
以
上
）
の

場
合
は
。
申
鷂
書
を
五
日
前
ま
で
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
個
人
使
用
は
直
接
同
所
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
・

二
、
使
用
時
間
な
ど

月
曜
日
（
月
曜
が
脱
日
の
と
き
は

そ
の
翌
日
）
と
年
末
年
始
（
％

～
％
）

は
休
み
で
す
。
使
用
時
間
は
午
前
九

時
か
ら
日
没
ま
で
で
す
。

Ξ
、
使
用
料

倒
人
使
用

大
人

】
人
、
一
時
間
で
百
円

高
校
生
以
下
は
五
十
円

呼
用
使
用
（
五
名
以
上
の
団
体
）

一
面
二
時
間
で
千
円

四
、
使
用
上
の
注
意

・
ラ
ケ
ッ
ト
、
ポ
ー
ル
は
、
個
人
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

・
原
則
と
し
て
は
き
物
は
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
と
し
ま
す
。
服
装
は
運
助

を
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

・
土
足
で
コ
ー
ト
内
に
入
る
こ
と
は

厳
禁
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
。
詳
し
い
こ
と
は
公
民
館
に

お
問
い
合
わ
。せ
く
だ
さ
い
・

Ａ待盟のテニスコートがオープンし、汗を液す利用奮のみなさん

教
職
員
の
人
事
異
動

四
月
一
日
付
（
　

）
は
旧
任

退
　
職

▽
原
谷
真
理
子
（
大
木
戸
小
）

転
　
出

▽
保
原
町
立
柱
沢
小
佼
長
（
小
坂
小

校
長
）
迎
治
夫
　
▽
福
島
市
立
岡
山

小
校
長
（
大
木
戸
小
校
長
）
山
上
廣

▽
平
田
村
立
永
田
小
校
長
（
県
北
中

教
頭
）
黒
須
四
郎
　
▽
桑
折
町
立
哂

田
醸
芳
小
（
藤
田
小
）
蓬
田
ゆ
み
子

▽
伊
違
町
立
東
小
（
藤
田
小
）
佐
藤

恭
子
　
▽
保
原
町
立
上
保
原
小
（
藤

田
小
）
遠
藤
ト
ヨ
子
　
▽
梁
川
町
立

梁
川
小
（
藤
田
小
）
山
本
恒
雄

▽
梁
川
町
立
梁
川
小
（
小
坂
小
）
村

上
久
笑
子
　
▽
川
内
村
立
川
内
第
三

小
（
森
江
野
小
）
芝
田
俊
久
　
▽
郡

山
市
立
守
山
中
（
森
江
野
小
）
遊
佐

智
子
　
▽
福
鳥
市
立
茂
庭
中
（
県
北

中
）
黒
澤
美
智
子
　
▽
福
島
県
立
福

鳥
高
（
教
委
派
遣
杜
会
教
育
主
事
）

渡
辺
正
誼

転
入
お
よ
び
新
採
用

▽
小
坂
小
校
長
（
常
葉
町
立
酉
向
小

校
長
）
湯
浅
伊
佐
夫
　
▽
大
木
戸
小

校
長
（
飯
舘
村
立
飯
樋
中
校
長
）
佐

久
間
宗
平
　

▽
県
北
中
教
頭
（
福
鳥

市
立
福
島
一
中
）
遠
藤
幸
吉
　
▽
藤

田
小
（
梁
川
町
立
梁
川
小
）
佐
藤
ト

シ
ヱ
　
▽
藤
田
小
（
大
枝
小
）
加
藤

久
嗣
　

▽
藤
田
小
（
新
採
用
）
上
石

佳
子
　
▽
小
坂
小
（
伊
遼
町
立
東
小
）

遊
佐
真
紀
子
　
▽
森
江
野
小
（
樽
葉

町
立
樽
葉
南
小
）
高
橋
徹
　
▽
森
江

野
小
（
古
殿
町
立
竹
貫
田
小
）
冨
田

弘
子
　
▽
大
木
戸
小
（
常
葉
町
立
常

葉
小
）
石
田
清
美
　
▽
県
北
中
（
喜

多
方
市
立
喜
多
方
第
二
中
）
安
田
由

美
子
　
▽
県
北
中
（
郡
山
市
立
安
積

中
）
国
井
信
子



佐
藤
雅
子
ち
ゃ
ん

優
秀
賞

第
二
十
一
回
学
研
全
国
児
童
才
能

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
森
江
野
小
学
校
一

年
（
現
在
は
二
年
）
の
佐
藤
雅
子
ち

ゃ
ん
は
、
『
朝
顔
の
観
察
』（
絵
日
記

と
文
で
構
成
）
を
出
品
卜し
、
理
科
部

門
優
秀
を
受
賞
し
ま
し
た
。

雅
子
ち
ゃ
ん
は
、
昨
年
五
月
に
学

校
の
理
科
の
時
間
に
檣
え
た
朝
顔
を

毎
日
観
察
し
。
つ
る
の
長
さ
、
花
の

数
、
葉
の
数
な
ど
を
絵
日
記
に
し
、

九
月
に
行
わ
れ
た
伊
達
地
区
理
科
作

品
展
に
出
品
し
ま
し
た
。

伊
達
地
区
か
ら
、
県
展
に
は
、
雅

子
ち
ゃ
ん
の
作
品
か
一
点
だ
け
出
品

さ
れ
、
県
展
で
も
小
学
一
年
生
で
は

一
人
だ
け
、
全
国
展
に
推
せ
ん
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

「
毎
日
素
朴
な
観
察
を
続
け
、
そ

の
努
力
か
認
め
ら
れ
、
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
」
と
担
任
の
池
田
先
生

は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

県
立
博
物
館
の

展
示

作

品

物

製

作

進
む

会
津
若
松
市
の
鶴
ケ
城
地
内
に
建

設
中
で
、
昭
和
六
十
一
年
贋
に
オ
ー

プ
ン
予
定
の
県
立
博
物
館
で
は
。
オ

ー
プ
ン
後
の
来
館
者
に
。
戦
時
中
の

婦
人
の
標
準
服
や
農
作
築
の
襦
袢
、

ま
た
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど
兒
ら
れ
な

く
な
『

だ
わ
ら
じ
や
蓑
な
ど
を
火
際

に
着
て
も
ら
っ
た
り
、
履
い
て
も
ら

り
た
り
す
る
体
験
学
習
コ

ー
ナ
ー
を

設
け
る
た
め
。
県
内
各
地
か
ら
収
集

作
業
を
行

り
て
い
ま
す
。

三
月
下
旬
、
県
教
育
庁
文
化
課
文

化
施
設
整
備
室
の
大
内
寛
隆
専
門
文

化
主
査
か
岡
見
町
を
訪
れ
、
製
作
を

お
願

い
し
て
い
る
石
母
田
西
の
斎
藤

邦
一
さ
ん
（
荷
負
い
蓑
、
雨
藁
．
わ

ら
じ
．
わ
ら
ぐ
つ
、

た
ん
が
ら
）
．
菊

池
日
二
さ
ん
（
米
俵
、
蓑
）
、
菊
池
よ

し
い
さ
ん
、
石
母
田
北
の
宍
戸
き
よ

さ
ん
（
農
作
業
の
襦
袢
．
巡
礼
の
沖

衣
な
ど
）
の
作
業
進
行
情
況
を
視
察

し
ま
し
た
．

●賞状を手に富ぴの雅子ちゃん

Ａ反物を裁つ菊池よしいさん（右）と宍戸きよさん

▲碕をなう斎蒻邦－さん▲出来あがった米俵と菊池晶二さん

駐

在

所

の

人

事

異

動

藤田駐在所

関根巡査 橘本巡査部長

橋
本
巡
査
部
長
・
関
根
巡
査
が
赴
任

三
月
二
十
九
日
か
ら
。
藤
田
駐
在

所
に
、
高
橘
さ
ん
の
後
任
に
橋
本
憲

。
巡
査
部
長
、
ま
た
、
小
坂
、
山
崎

担
当
の
菅
野
巡
査
が
森
江
野
担
当
に

か
わ
り
、
そ
の
後
任
に
関
根
哲
也
巡

査
か
そ
れ
ぞ
れ
赴
任
し
ま
し

た
。

橋
本
巡
査
部
長
は
。
会
津
若
松
箸

か
ら
の
転
任
で
三
十
八
歳
。
関
根
巡

査
は
、
郡
山
署
か
ら
の
転
任
で
、
柔

道
二
段
の
二
十
七
歳
で
す
。

橋
本
さ
ん
は
藤
田
、
関
根
さ
ん
は

小
坂
、
山
崎
（
一
部
）
を
担
当
し
ま

す
。
地
区
の
皆
さ
ん
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

大 木戸 駐 在所

大内巡査部長

大
内
巡
査
部
長
が
赴
任

三
月
二
十
九
日
か
ら
、
大
木
戸
駐

在
所
に
、
小
石
川
さ
ん
の
後
任
に
大

内
宏
巡
査
部
長
か
赴
任
し
ま
し
た
．

大
内
き
ん
は
、
桑
折
警
察
署
の
半

田
地
区
担
当
か
ら
の
転
任
で
、
剣
道
、

柔
道
か
そ
れ
ぞ
れ
三
段
．
ま
た
空
手

一
級
の
五
十
三
歳
．
三
十
二
年
動
務

の
大

ベ
テ
ラ
ン
で
温
厚
な
人
柄
で
す
．

地
区
の
皆
さ
ん
．
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
．



下水道課を新設
町職員の人事異動

４月１日付

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

退職された

佐藤知子さん

町
職
員
の
人
事
異
動
か
四
月
一
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し

た
。

今
年
は
佐
藤
知
子
住
民
課
長
か
退

職
、
一
方
、
新
採
用

八
名
か
決
ま
り

ま
し
た
。

（

）
内

は
旧
任

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

菊地弘美君 遠藤八重子さん 阿部正一君 吉田義勝君

松浦利枝さん 岡部正子さん 武田正裕君 佐藤克成君

退
　

職

▽
佐
藤
知
子
（
住
民
課
長
）

新
探
用

▽
古
田
義
勝
（
税
務
課
）

▽
阿
部
正
一
（
建
設
限
）

▽
遠
藤
八
重
子
（
総
務
課
）

▽
菊
地
弘
美
（
保
健
課
）

▽
佐
藤
克
成
（
税
務
諜
）

▽
武
田
正
裕
（
教
育
委
員
会
）

▽
岡
郎
正
子
（
藤
田
保
育
所
》

▽
松
浦
利
枝
（
県
北
中
学
校
）

異
動
お
よ
び
昇
格
　
（

）
内
は
旧
任

▽
総
務
課
畏
（
税
務
課
長
）
八
鳥
忠

雄
　
▽
下
水
道
課
長
（
建
設
課
長
）

武
田
喜
男
　
▽
住
民
課
長
（
議
会
事

務
局
艮
）
松
浦
幸
雄
　

▽
保
健
課
長

（
総
務
課
畏
）
大
内
正
美
　
▽
議
会

事
務
局
長
（
水
道
課
長
）
大
波
健

▽
水
道
課
長
（
保
健
課
長
）
大
浪
敏

男
　

▽
税
務
課
長
（
教
育
次
長
）
鈴

木
捷
治
　

▽
建
設
課
長
（
建
設
課
建

股
係
長
）
済
水
良
男
　

▽
教
育
次
畏

（
総
務
課
庶
務
係
長
）
佐
藤
春
夫

▽
総
務
課
庶
務
係
長
（
住
民
課
福
祉

係
長
）
須
田
善
治
　
▽
絶
務
課
財
政

係
長
（
脱
務
課
賦
課
係
長
）
佐
竹
弘

油
　
▽
産
業
課
産
業
係
長
（
総
務
課

財
政
係
長
）
佐
野
貞
治
　
▽
保
健
課

国
保
係
畏
｛
住
民
課
戸
符
住
民
係
長
｝

春
日

］
憲
　

▽
住
民
課
戸
籍
住
民
係

長
（
産
業
課
農
地
係
長
）
高
橋
正
夫

▽
住
民
課
福
祉
係
長
（
建
設
課
都
市

整
備
係
長
）
佐
久
間
睛
明
　

▽
建
設

課
管
理
係
長
（
企
画
課
広
報
広
聴
係

長
）
原
田
金
蔵
　
▽
税
務
諜
賦
課
係

長
（
産
業
課
産
業
係
長
）
佐
藤
則
雄

▽
企
画
課
企
画
係
長
（
保
健
護
国
保

係
長
）
小
野
智
義
　
▽
産
業
課
農
地

係
長
（
公
民
館
事
業
係
長
）
吉
田
孝

夫
　
▽
公
民
館
事
楽
係
長
（
建
設
課

下
水
道
係
長
）
古
田
貞
男
　
▽
建
設

課
都
市
整
仰
係
畏
（
教
委
社
会
教
育

係
長
）
高
擒
弘
信
　
▽
建
設
課
建
般

係
畏
（
企
画
課
企
画
係
長
）
後
藤
澄

雄
　
▽
企
画
課
広
報
広
聴
係
長
（
税

務
課
賦
課
係
主
査
）
松
浦
京
子

▽
下
水
道
課
下
水
道
係
長
（
建
般
課

下
水
道
係
主
査
）
吉
田
吉
夫
　
▽
教

委
杜
会
敏
育
係
長
（
産
業
諜
産
業
係

主
査
）
八
巻
忠
義
　
▽
産
業
課
産
業

係
（
税
務
課
賦
課
係
）
安
藤
信
男

▽
保
腿
課
保
健
衛
生
係
（
住
民
課
戸

籍
住
民
係
）
高
橋
喜
久
　
▽
議
会
事

務
局
（
総
務
課
庶
務
係
）
渡
辺
ア
ヤ

子
　
▽
下
水
道
課
下
水
道
係
（
建
股

諜
建
設
係
）
遠
藤
喜
正
　

▽
住
民
課

戸
籍
住
民
係
（
教
委
学
校
教
育
係
）

松
Ⅲ
き
よ
江
　
▽
教
委
学
校
教
育
係

｛
駁
会
事
務
局
｝
武
田
京
子
　

▽
総

務
課
庶
務
係
（
保
健
課
保
健
衛
生
係
）

羽
根
田
孝
司
　
▽
税
務
課
賦
課
係

（
同
固
定
資
産
係
）
蓬
田
英
右

▽
総
務
課
庶
務
係
（
産
業
課
産
業
係
）

松
浦
英
夫



２暗に配置替えした企画課 新設された下水道課（２階）

国　見　町　職　員　組　織　表
昭和60 年 4 月１日現在

町 長　 菊地 政治　　 助　 役　 渡部　直人　　 収入役　 佐野　正治

眥85－2111～85－2H5 公民館谷 85  ー26 ? 6　体育センター085 ｰ 5370 傑育所85  ｰ 237

課　　 名 課　 畏 係 係　 艮 係

総　 務　 課 八鳥 忠雄

庶　隋　係

財 政　係

文　卉　係

須Ⅲ　 芹治

陛竹 弘治

小池 芳11S

羽恨H］孝司、遠藤八璽r･、松川英夫、斎藤隆義、国分次雄

古川　正、鴨川米一-･、（佐藤　孝）
菊地富ｆ

吉旧忠子、佐鱗秀雄

企　 画　 課 赤坂　正勝
企 画　係
広報広聴係

小野　智義

松浦　京子

谷潭富夫

佐藤和夫

脱　 務　 課 鈴木 捷治
賦 諏　係

固定資産係

徹 収　係

佐藤　則雄

菊地 孝吉

占川　比司

武田幹夫、蓬Ⅲ英右、吉田義勝

武田　t7，佐藤完成

菊地軽子

住　 民　 課 松浦　 加担

戸籍住民係

生活環境係

柵 祉　係

年　金　係

臨鳴　正大

并砂 研二

佐久間崎明

佐藤　光･-

八巻美岐｀F、松田きよ江、人波和浩

佐藤弘利

中野孝雄、引地 輿 （ホームヘルパー）高橋直子、八島知子

引地山則

保　 健　 課 大内　 正美
保健衛生係
国 保　係

佐藤　幸子
春口　一憲

高檎喜久、菅原文f･、蓬川恭子、菊地弘美
小西杏産

産　 業　 課 吉田　貞造
産　業　係

農 地　 係

佐野　貞治

古Ⅲ　孝夫

＆妻正子，阿部 正．安藤信男、渋谷和洋、佐久間　正
安田博三

建　 設　 課 清水　良男

建 設　係

管 理　 係

都市整倒係

後藤　澄雄
原Ⅲ　 金蔵

高橋 弘信

大波サト子．八島英雄、佐野 功、阿部正一･

菅野信朗、佐藤一郎

八巻秋夫

下 水 道 課 武川　喜男 下 水 道 係 吉田　 吉大 遠藤喜正

出　　　 納 (収入役) 占田　 輝雄 武川友江

議 会 事 務 局 大波　 健 渡辺アヤＦ、後藤浩ｆ

教 育 委 貫 会 佐膝　 春夫
(次　良}

学校教育係
社会教育係

吉田　俊江
八巻 忠義

武HI京子
武川正裕

公営企裏水道課 大濆　敏男 山Ⅲ　　久 谷津誕代子、佐藤軒こ、佐藤光男、赤坂　 齏

公　 民　 館
館長
渡辺　 等

事 巣　係
体 育　係

吉田　 貞男
奥山　隆夫

武田座子、佐藤政弘（社会教育指導員）牧野武夫

圃 兄 勤 労 者

体 育 セ ン タ ー
所艮 蘰辺等

保　 育　 所
所長
大沼　 勉

天野 英子
木口絹子、後藤登美子、後鱗加代子、吉田邦子 ．岡部正子
（調理員）大沼ィト、木村竹子

※ 来 目 へつづぐ



国
見

町

防

霜

対

策
本

部

を
設

置

町
で
は
．
果
樹
な
ど
の
農
作
物
を

遅
霜
か
ら
守
る
た
め
．
町
の
関
係
農

業
団
体
で
町
防
霜
対
策
本
祁
（
本
部

長
、
菊
地
政
治
町
長
）
を
四
月
十
二

日
に
般
置
し
ま
し
た
．

霜
か
降
り
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

本
部
か
ら
広
報
車
、
有
線
放
送
で
広

報
い
た
し
ま
す
か
、
深
夜
に
わ
た
る

場
合
か
多
く
、
ご
迷
感
か
と
思
い
ま

す
か
．
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
．

な
お
、
降
霜
の
時
は
取
油
な
ど
を

燃
焼
す
る
た
め
、
黒
煙
か
町
全
体
に

広
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
翌

朝
は
洗
た
く
物
な
ど
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
．

遅
霜
の
被
害
を
最
少
限
に
す
る
た

め
．
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
．

※
期
間
は
四
月
十
二
日
か
ら
五
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
．

防霜対策本部班編成 ＠ は班長

雁 氏　　 名 電 話 盾S ｝ 斑 氏　　　 れ 電 臨 ＆ 羚

１
＠佐野　ｎ冶

小池　幸古
宍戸　　漱

８５－５４７７
ｰ 3 ｰ 2 6

85  ー5 7 8 3 |
５

＠渋脊　扣洋
佐蔭　　力
捐山　rt良

魴－３８４１
８Ｓ－４３･１０
７７－･ ー6 3 5

２
《Ξ)占Ⅲ　 孝犬

鳥橋　豊埒
碕地　　洋

８５－２５９１

85 ｰ 3 3 7 7
85 ｰ 4 3 7 6

６
＠安川　賻-．
阿部　隆 人
佐蘰　14 －

８５－４９０６
８Ｓ－･１６５４

3 2 8 0

３
＠阿部　　１

人波　　功
小林　栢 －

８５－４８０４

85 ｰ 4 3 4 4
一 3 7 7 2 |

７
＠佐久間　jE

艇谷川皃雎
渡辺　栄作

8S－4462
022  ー2 ( 8 ) 07
76－1736

４
(Ξ)安藤　し卩乃

占内　腎藏
松浦新 一郎

８Ｓ－３３８５ｰ 4 6 8

８Ｓ－３９５８

●つりざおを持ったときは電雄に注屬

ｅ 東 北 電 力

身
体

障
害

者

補

装
具

相

談
会

の

お

知

ら
せ

補
装
具
相
談
会

が
、
左
記
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
。
補
装
具
な
ど

で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
ゐ
り
ま
し
た

ら
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

一
、
相
談
会
の
内
容

○
補
装
具
処
方
相
鮫

二
、
日
時
お
よ
び
場
所

五
月
七
日
（
火
）
九
時
半
一

十
二
時

公
民
館
（
第
一
・
第
二
会
離
室
）

三
．
持
参
す
る
も
の

身
障
手
帳
（
戦
傷
手
帳
）
・
保
険

証
・
印
鑑

労
働
保
険
の

年

度
更

新

の

お
知
ら
せ

昭
和
六
十
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
を
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し

た
．四

月
初
め
に
局
．
ま
た
は
県
か
ら

送
付
さ
れ
る
申
告
書
用
紙
と
記
入
要

鱗
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
い
て
、

五
月
十
五
日
ま
で
に

自
主
申
告
、
自
主
納
付

を
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

労
働
基
串
監
督
署
、
福
島
労
働
基
準

局
ま
た
は
県
雇
用
保
険
課
に
さ
れ
ま

す
よ
う
お
噸
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

期
日
ま
で
に
申
告
で
き
る
よ
う

賃
金
台
恨
な
ど

を
整
備
し
て
お
か
れ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「

若

人

の

翼

」

団

員
を

募

集

一
、
募
集
人
員

一
般
団
員
　
七
十
八
名

班
　
長
　

十
二
名

二
．
応
募
資
格

Ｈ
国
節
・
年
齢

日
本
国
籍
を
有
し
、
県
内
に
居

住
し
て
い
る
者
で
生
年
月
日
か

次
に
該
当
す
る
も
の
．

班
　
掻

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者

一
般
団
員

昭
和
三
十
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

日
社
会
参
加
活
助
な
ど

班
　

長
青
少
年
育
成
活
動
に
か
か
る

優
れ
た
青
年
指
導
者
。

一
般
団
員

青
少
年
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
加
入
し
、
現
に
活
勤
し

て

い
る
優
れ
た
青
年
．

三
、
派
遣
種
類

欧
州
二
コ
ー
ス
、
南
米
．
中
国
、

韓
国
・
マ
レ
ー
シ
ア

四
、
応
募
方
法

『
若
人
の
翼
』
申
込
書
な
ど
の

番
類
を
そ
ろ
え
．
四
月
二
十
五

日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
．

な
お
、
く
わ
し
く
は
町
教
育
委
員

会
（
魯
八
五

―
二
一
一
一
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

踏
切
にご

注
意
!
!

国
鉄
保
線
区
で
は
、
線
路
の
整
備

車
両
と
し
て
、
マ
ル
チ

プ
ル
タ
イ
タ

ン
タ
ー
（
黄
色
の
車
両
）
を
運
行
し

て

い
ま
す
．

こ
の
車
両
は
、
絶
縁
車
両
の
た
め
．

踏
切
の
警
報
が
鳴
ら
ず
、
ま
た
、
し

ゃ
断
槻
も
降
り
ま
せ
ん
の
で
．
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
．

踏
切
を
通
過
す
る
と
き
は
．
必
ず

い
う
た
ん
停
止
し
て
、
左
右
を
確
昭

し
て
通
過
し
て
く
だ
さ
い
．



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

佐
藤
政
一
さ
ん
（
小
坂
）
か
ら

五
万
円
‐

故
ス
イ
さ
ん
の
ご
遺
志

・
菅
野
正
右
さ
ん
（
駅
前
）
か
ら

二
万
円
１
故
ス
ガ
さ
ん
の
ご
遺
志

佐
藤
和
夫
さ
ん
（
北
部
）
か
ら

二
万
円
‐

故
英
泊
さ
ん
の
ご
遺
志

紺
野
金
治
郎
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

五
万
円
－

故
エ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志

褊
島
信
用
金
庫
か
ら

三
十
万
円

県
北
中
学
校
に

昭
和
五
十
九
年
度
県
北
中
学
校
卒

業
生
一
同
か
ら

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
一
式

’菅
野
正
右
さ
ん
（
駅
前
）
か
ら

二
万
円
－

故
ス
ガ
さ
ん
の
ご
遺
志

簡
野
金
治
郎
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

二
万
円
－

故
エ
イ
さ
ん
の

ご
遺
志

藤
田
小
学
校
に

昭
和
五
十
九
年
度
藤
田
小
学
校
卒

業
生
一
同
か
ら

百
葉
箱
か
こ
い
の
フ
ェ
ン
ス
（
十

二
万
円
）

’菅
野
昭
雄
さ
ん
（
大
町
南
）
か
ら

ガ
イ
サ
ー
オ
ル
ガ
ン
一
台
ｉ
娘
江

美
さ
ん
の
卒
業
記
念
と
し
て

・
菅
野
正
右
さ
ん
（
駅
前
）
か
ら

二
万
円
―
故
ス
ガ
さ
ん
の
ご
遺
志

紺
野
金
治
郎
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

万
円
－

故
エ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志

藤
田
保
育
所
に

紺
野
金
治
郎
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

一
万
円
－

故
エ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志

各
小
学
校
に

’明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
福
鳥
県

協
議
会
福
島
支
部
か
ら

黄
色

い
帽
子
百
五
十
一
個

Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
は

安
全
運
転
者
の

あ
か
し

ド

ラ

イ

バ

ー

の

皆

さ

ん

、

『
ｓ

Ｄ

カ

ー

ド

』

を

ご

存

じ

で

す

か

。

七

１

７

ド
ラ
イ
バ
ー

『
ｓ

Ｄ

』
と

は

ａ
ｆ
ｅ

　「

　
ｉ
　ｅ

　「

の

頭

文

字

を

と

り

た

も

の

で

、

安

全

運

転

者

と

い

う

意

味

で

す

。

こ

の

カ

ー

ド

は

、

国

家

公

安

委

員

会

の

偲

可

法

人

・

自

動

車

安

全

運

転

セ

ン

タ

ー

か

、

皆

さ

ん

方

の

「

無

事

故

・

無

違

反

証

明

書

」

ま

た

は

、
『

運

転

記

録

征

明

書

』

の

交

付

の

申

し

込

み

に

応

じ

て

、

過

去

一

年

間

以

上

無

事

故

、

無

違

反

の

方

に

お

被

し

す

る

も

の

で

す

。

つ

ま

り

、

ｓ

Ｄ

カ

ー

ド

を

持

っ

て

い

る

方

は

、

優

良

ド

ラ

イ

バ

ー

と

い

え
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
、
こ
の
カ
ー
ド
を
手
に
し
て

も
ら
い
、
安
全
運
転
者
と
し
て
の
胯

り
と
自
覚
を
持
っ
て
模
範
的
な
運
転

を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。Ｓ

Ｄ
カ
ー
ド
は
、
最
近
学
校
や
会

杜
な
ど
か
ら
の
申
し
込
み
も
増
え
。

交
通
事
故
や
違
反
の
防
止
に
効
果
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
の
際

に
履
歴
書
に
添
え
る
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
面
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
利
用
さ
れ
る
方
は

自
助
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ

い
。

証
明
書
の
申
し
込
み
手
数
料
は
一

通
六
百
円
で
す
。
申
し
込
み
用
紙
は

セ
ン
タ
ー
事
務
所
。
警
察
署
。
派
出

所
、
駐
在
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
福
島
県
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
事
務
所
｛
九
一
１

四
一
一

こ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戸籍の窓口
（３ 月受付 分）

出生おめでとうございます
子 の 名 保 皹 者　 部 碍

吻　太(しょうた)横山　孝夫　 泉 田 上
一一　平(いっべい)斯井　一男　＊　 町
一 城( か ず き)佐藤　 畳　杭　 一
庸　褓(やずひろ)高橋　一雄　大　 坂
潤( じ ゅ ん)斎蕕　仲一　只　 田

由紀子(ゆ き こ)渡郎　八郎　山　 樌
唯　 史(ただふみ)高野 専一　大　 坂

ご結婚おめでとうございます
鈿　　 名　　　　　　 郎　落

石　川　博　利　　　　　 第　 円
松 野 礼 子　　　　 桑 折・I
羽　根　悛　一　　　　　 駅　 前
玉　 手　正　子　　　　　 中　 部
菊 地　 澗 喜　　　　 第　 十
古　内　君　恵　　　　　 町　 朿
佐々木　八　ji　　　　　 石毋田北
佐々木　妙　呉　　　　　 石母田原
佐久間　由　吉　　　　　rl 石 市
廝　脇 息　子　　　　　 山　 恨
八 ● 保 一　　　　 大 町 南
佐　藹　百合子　　　　　rl 石 市

おくやみ申し上げます
氏　　 名　　　 年齢　　 郎　 薦

菊　地　喜太郎　　 ５０　　 渾木山東
高 橋　ツヤ子　　57　　 第 十 一
宮 崎 モ　ト　　75　　 泉 田 上
我 謇 キツノ　　87　　 宮 町 市
渋 谷 義 一　　85　　 光 明 寺
佐　膊　ス　イ　　　フ2　　 小　 坂
佐 庫 喜左工門　　83　　 石毋田西

八　眷　サ　タ　　84　　 第　　七

佐　蒔　
正 害　　49　　 上　 野

三 浦　　 岐　　 ８３　　 光 明 寺
曹　野　ス　ガ　　82　　 駅　 加
滝　川　貞　男　　51　　 町　 東
佐li　 ツ　 ル　　　フ2　　 山　 ぐ艮

人口 と世 帯

４月１日現在(前月比)３月中のうごき

人
　
　

口

男5. 人(   ー18 )

女6.1 人(  一 26 )

計 11  ,  979 人(   ー44 )

世帯数2.870 戸（士O ）

転 入57 人

転 出95 人

出 生　7 人

死 亡13 人

心配ごと相談日
場所：役珊二聚相謫童1 ●●人口からお入りlSS･】

時間：９時～12 畤

こまったことや、 相謫ごとがありましたら、

お気軽にご相談下さい。 秘密は絶 対に守り ます。
〔相 談 員 〕

４月25 日 (木）曳地 善作・佐藤マサイ

５月 ４日（土）佐久間 巌・高橋 恵子

５月 日 ( 水）樋口　 弘・朝内　ひで

４月　卯月（うづき）

18 日 (木）発明の日

20日（土）逓信記念日

部厚凋問

23 日 (火）ふみの日

四 日 ( 月）天皇誕生日

５月 皐 月（ さつき）

１日（水）メーデー

3日（金）憲法記念日

5日（日）こどもの卩・立夏

10日（金）愛鳥週間

12日（日）毋の日



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

8 5 ｰ 2 6 7 6

（有)  4  1  5  6

社
会
教
育
指
導
員
と
し
て

ご
活
躍

さ
れ
た

、
阿

部
妛
生

さ
ん
が
三

月
三
十
一
日
付
で

退
職
さ
れ
ま

し
た
。

後

任
と
し
て

、
牧
野
武

夫
さ
ん
（

大
町

北
・
6
4
歳
）
が

四

月
一
日
付
で
任
命

さ
れ

、
高
齢
者

教
室

。
成
人
学
級
を

中

心
に
社
会

教
育
活
動

を
行
い
ま
す

。
よ

ろ
し
く
お

願
い

し
ま
す

。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿
部
岑
生

三
月
末
日
を
も

う
て
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
教
育
の
場
か
ら
、
社
会
教
膏

の
楊
へ
と
仕
事
の
場
を
変
え
二
年
間

い
ろ
い
ろ
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
間
高
齢
者
教
室
と
、
成
人
学

級
を
担
当
し
て
ま
い
り
ま
し

た
か
、

経
験
不
足
と
不
勉
強
の
た
め
満
足
の

行
く
よ
う
な
事
が
で
き
ず
、
と
ま
ど

い
を
感
じ
た
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
し
た

か
、
教
育
長
さ
ん
始
め
杜
敦
主
事
の

先
生
、
館
長
さ
ん
並
び
に
公
民
館
職

員
の
方
々
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
。
な
ん
と
か
自
分
に
与
え
ら

れ
た
責
を
果
た
す
こ
と
か
で
き
ま
し

た
。公

民
館
で
の
経
験
は
、
私
に
と
り

て
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
出
合
い
、
そ

の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
何
か
と
ご
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
。
私

の
人
生
経
験
に
大
き
な
プ
ラ

ス
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
こ
の
公
民
館
で
得
た

も
の
を
生
活
の
中
に
生
か
し
、
充
実

し
た
も
の
に
す
る
よ
う
努
め
て
行
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
岡
見
町
の
杜
会
教
育
の

ま
す
ま
す
の
進
展
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

牧
野
武
夫

前
職
を
離
れ
て
丸
四
年
の
間
、
の

ん
び
り
と
暮
ら
し
て
い
た
私
に
、
降
Ｊ

て
湧
い
た
よ
う
な
町
杜
会
教
青
指
導

員
の
話
が
と
ぴ
こ
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。身

体
も
な
ま
り
頭
の
回
転
も
鈍
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
不
適
任
だ
と
固

辞
い
た
し
ま
し
た
か
、
ど
う
し
て
も

と
い
う
こ
と
で
お
引
受
け
い
た
し
ま

し
た
。

非
才
の
私
に
は
重
責
で
す
か
、
皆

様
方
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ

い
て
全
力
投
球
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

平
均
寿
命
の
伸
び
か
苓
し
い
現
代

で
、
生
涯
軟
育
は
ま
す
ま
す
重
要
度

を
加
え
て
き
て
い
ま
す
。

福
島
県
教
育
委
員
会
の
昭
和
六
十

年
度
の
重
点
施
策
に
も
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
と
も
に
私
も
、
岡
見
町

民
の
一
人
と
し
て
勉
強
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

民
話
の
聞
き
取
り

調
査
終
え
る

先
月
末
日
か
ら
四
月
三
日
に
か
け

て
行
わ
れ
た
、
日
本
民
話
の
会
に
よ

る
町
内
の
民
話
聞
き
取
り
調
査
は
、

各
地
城
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

予
定
遖
り
無
事
終
了
。
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
埋
も
れ
て
い
た
語
り
手
の
発

見
と
共
に
、
予
想
を
は
る
か
に
上
ま

わ
る
成
果
を
上
げ
る
こ
と
か
で
き
ま

し
た
。

ご
協
力
い
だ
い
た
方
々
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
調
査
は
、
三
十
一
日
の
小

坂
を
皮
切
り
に
、
全
部
で
、
二
十
五

集
会
所
、
参
加
部
落
四
十
、
個
人
宅

四
ケ
所

、
話
者

延
百
十
一
人
で
行

わ
れ
。
三
口
間
で
種
々
な
話
を
数
多

く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
採
集

さ
れ
た
内
容
は
、
昔
語
り
、
伝
説
、

世
間
ば
な
し
な
ど
、
併
せ
て
、
六
百

十
七
話
。
六
〇
分
テ
ー
プ
五
十
九
本

分
と
な
り
ま
し
た
。

三
日
間
と
い
う
短
期
間
で
、
こ
れ

だ
け
多
く
の
話
か
採
集
で
き
た
こ
と

は
、
全
国
で
も
か
な
り
珍
ら
し
い
例

で
、
国
見
町
の
昔
話
伝
承
の
層
の
厚

さ
に
驚
か
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
来

町
さ
れ
た
松
谷
み
よ
子
、
遠
藤
庄
治

な
ど
の
諸
先
生
方
に
大
変
喜
ば
れ
ま

し
た
。
な
お
。
そ
の
折
の
テ
ー
プ
や

調
査
書
は
、
全
部
コ
ピ
ー
し
、
町
の

大
切
な
資
料
と
し
て
、
今
後
に
役
立

て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
折
を
見
て
調
査
が
続
け
ら

れ
ま
す
の
で
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く

だ
さ
る
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

▲なごやかに違んだ民話の聞きとり調査

テ レビ ユ ー福 鵬(Ｔ ．Ｕ．Ｆ) で

くにみの民話を放送

・とき　 ４月2 5 日 (木)

・ 時間　10:55 ～

17:55 ～
街角からこんにちは

皆さん、ぜひ、ご覧ください。



昭
和
六
十
年
度

学
級
生
を
募
集

公
民
館
で
は
．
昭
和
六
十
年
度
次

の
学
級
を
開
講
し
皆
様
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
．

町
民
一
人
一
人
か
．
社
会
の
な
か

で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
か

ら
．
各
年
代
に
応
じ
学
習
テ
ー
マ
を

見
つ
け
仲
間
づ
ぐ
り
を
し
ま
し
ょ
う
．

青
年
学
級

定
員
　
四
〇
名

期
間
　
四
月
一

三
月

学
習
日
　
毎
週
木
曜
日

時
間
　
1
9：
3
0
～
2
1：
3
0

対
象

町
内
在
住
ま
た
は
助
務

の
ニ
ト
四
歳
ま
で
の
歸

年
男
女
（
学
生
も
可
）

活
動
内
容

講
義
．
話
し
合
い
、

ス

ポ
ー
ツ

、
レ

ク
リ

ェ

ー

シ

ー
ン

、
野
外

活
動

（
キ

ャ
ン

プ
、

オ
リ

エ

ン
テ

ー
リ

ン
グ
な

ど
）

フ
リ

ー
タ
イ

ム

乳
幼
児
学
級

乳
幼
児
時
期
の
教
育
が
そ
の
人

の
一
生
を
左
右
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
ど
も
の
す
こ
や
か
な

成
長
と
人
間
形
成
を
日
ぎ
し
て
…

定
員
　
三
〇
名

期
間
　
五
月
一

十
二
月

学
習
日
　
月
一
同
水
曜
日
十
回

時
間
　
1
3：
3
0－
1
5：
3０

対
象

○
九
こ
歳
児
を
お
膏
て

の
お
母
さ
ん
。
お
ば
あ

さ
ん
な
ど

学
習
内
容

乳
幼
児
の
心
と
身

体
の
発
達
・
し
つ
け
・

両
観
、
祖
父
母
の
役
創
・

健
康
管
理
な
ど

学
習
方
法
　
講
義
・
親
子
で
学

習
・
ゲ
ー
ム
・
話
し
合

い
・
遠
足
な
ど

期
間
中
託
児
所
を
閧
設
い
た
し

ま
す
の
で
お
子
さ
ん
づ
れ
で
…

中
央
婦
人
学
級

婦
人
の
役
割
を
考
え
．
婦
人
教

養
の
向
上
と
明
る
く
豊
か
な
家
庭

づ
く
り
を
め
ぎ
し
て
…
…

定
員
　
四
〇
名

期
間
　
五
月
～
二
月

掌
習
日
　
二
〇
回
・
水
曜
日

時
間
　
９
：

洳
Ｉ
Ｈ
：

３

対
象
　
町
内
在
住
す
る
婦
人

Ａ鰆子で仲良く学習

Ａ掌習風暈のひとこま

成
人
学
級

社
会
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
知

識
や
教
養
を
習
得
し
、
明
る
く
豊

か
な
町
づ
く
り
へ
貢
献
し
よ
う
。

定
員
　
四
〇
名

期
間
　
五
月
～
二
月

学
習
日
　
十
三
回

水
曜
日

時
間
　
1
3・
i
I
1
5
：
3
0

対
象
　
町
内
居
住
壮
年
男
女

掌
習
内
容
　
一
般
教
養
、
地
方

自
治
、
健
康
管
理
、
研

修
旅
行
な
ど

高
齢
者
教
室

商
齢
化
社
会
に
適
応
出
来
る
柔

軟
な
心
と
豊
か
で
健
康
な
人
問
形

成

を
め
ぎ
し
て
…
…

期
間
　
四
月
～
三
月

学
留
日
　
年
間
十
六
回

時
間
　
主
に
９
：
3
0
1
H：
3０

対
象

町
内
に
在
住
す
る
印
歳

以
上
の
男
女

バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

部
員

募

集

対
象
者
　
一
般
杜
会
人
（
男
女
）

会
　
費

年
間

二

鳶
・い
川（
運
営

費
お
よ

び
傷
害
保
険
料

）

練

習
日
　

毎

週
木
曜

日

時
　

間
　
1
9
：
3
0
～
2
1：
3
0

場
　

所
　

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

申

込

先
　

畠

匁
Ｗ
人（

五
上
一
三
？

ひ

な

人

影

の

霄
－

胃

年

教

室

の

皆

さ

ん

か
・
り
、

木

Ｕ

込

み

の

ひ

な

人

形

を

．一一
月

Ｉ
　
田
　
コ

の

礁

上

、

館

長

に

手

渡

さ

れ

ま

し

た
．

土

る

一
一
９

に

聞

い

た

『
胄

事

祭

‘

の

軽

食

コ

ー

ナ

ー
な

ど

の

収

益

金

で

購

入

Ｌ

た
・

も

の

で

．

昨

年

の

こ

い

の

ぽ

り

に

綬

い
て

Ｇ
　
第
　
ヾ
　
”

句

の

欝

り

か

そ

ろ

い
Ｉ
か
し

μ
｀
．

ど
’１
ｔ

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

１
－
－
だ

．

町

民

講

座

「
食

品
添

加

を

考
え

る
」

開
催
さ
れ
る

名
残
り
零
に
は
、
多
す
ぎ
る
大
雪

の
中
。
三
月
二
十
七
日
。
午
後
一
時

二
十
分
か
ら
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
約
二
十
名
か
出
席
、
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
和
田
山
利
明

先
生
を
講
師
に
迎
え
、
食
品
添
加
物

の
基
礎
知
識
を
最
初
映
画
で
観
察
し

た
後
、
先
生
の
講
演
を
熱
心
に
聞
き

ま
し
た
。

①
消
費
者
の
立
場
と
し
て
商
品
の

衣
示
を
良
く
見
て
品
質
規
格
を
知
る
。

②
で
き
る
だ
け
手
作
り
の
食
事
を
す

る
。
③
あ
る
食
品
を
集
中
的
に
食
べ

続
け
な
い
で
多
種
類
の
食
品
を
食
べ

る
な
ど
の
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

公

民

館

職
員
の

人

事

異
動

（
　

）
内

は
旧
任

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

農
地
係
艮

吉
田
孝
夫
（
事
業
係
長
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

事
業
係
長

吉
田
貞
男
（
建
設
腺
都

市
整
備
係
長
）



地
域
懇
談
会
が

開
か
れ
る

三
月
二
十
二
口
午
前
十
時
二
十
分

か
ら
、
役
場
会
議
室
で
、
国
見
町
地

城
懇
談
会
か
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

東
北
電
力
か
主
催
と
な

り
て
開
か

れ
た
も
の
で
、
東
北
電
力
か
ら
十
一

名
、
町
か
ら
は
菊
地
町
艮
は
じ
め
助

役
、
収
人
役
、
各
課
長
、
ま
た
曳
地

商
工
会

長

ら
各
界

代
表

二
Ｆ

六
名

が

出
席

し
ま

し
た

。

林

和
郎

東
北

電
力
株

式
会
廿

福
島

営
業

所
畏

の
あ

い
さ
っ

の
あ

と
、
菊

地
町

長
か

ｔ
日
夜

、

電
気
の

供
給

に

尽
力

さ
れ
て

い
る
皆
さ

ん

に
感
謝

い

た
す

と
と
も

に

、
本
日

Ｇ
　
ぐ
　
４
を

、

住
み

良

い
町
づ
く

り
の

一
助

と
し

な

ど

と
あ

い
さ

っ
を
述

べ
ま

し
た

。

こ

の
あ

と
懇
談

に
入

り
、

世
力

に

つ

い
て
の
質

問

や
萼
望

な
ど

か
盛
ん

に
交

わ
さ

れ
ま
し

た

。

▲活発に意見が交換された懇談会

盛
大
に

落
成

を
祝

う

～
国
見

町
商
工

会

館

～

国

見

町
商
工

会
館

の
藩

成
祝
賀

式

典

が
、

三
月
二

十
六

日
午

前
ト

ー
時

か

ら
町

民
体
膏

館
で

行
わ

れ
、

各
界

の

代
表

約
百

五
十
名

が
出

席
し

、
琳

成

を
喜

び
合

い
ま
し

た

。

式
典

は
、
曵

地

苒
作
町

商
工
会

長

の
式
辞

の
あ

と

。
本

川
古

助
剛
会

艮

か
経
過

を
報

告
、
そ

の

あ
と
工
小

関

係

者

に
感
謝

状
を

贈
呈

し
ま
し

た

。

菊

地
政

治
町

長
、

賀
藤
貞

町
議

会
議

長
ら

が
睨
辞

を
述

べ
ま

し
た

。

こ
の

あ

と
睨
宴

に
移

り
、
商

工
会

婦

人
部

の
ア

ト
ラ

ク

シ

ブ

／
を

楽
し

み
ま
し

た

。

商
工

会
館

は
、

建
設

費
四
千

九
百

四
十

五
万
円

で
、

昨
年

八
月

に
着
工

し
十

二
月

に
完
成

し

た
重
最

鉄
筋
一
。一

階
建
て
、
延
べ
面
積
六
百
八
・
七
九

蔘
方
メ
ー
ト
ル
。
旧
会
館
を
取
り
壊

し
新
築
し
た
も
の
で
、
一
階
か
駐
車

場
、
二
附
か
事
務
室
、
第

气

第
二

相
談
室
、
記
帳
指
導
室
、
寿
年
・
婦

人
部
室
な
ど
、
三
階
に
大
研
修
室
。

４
年
・
婦
人
研
修
窒
な
ど
か
あ
り
ま

す
。

●盛大に完成を祝った式典

記
念
碑
が
完
成

～
伊
達
西
部
上
地
改
良
区
？

県
営
ほ
場
整
備
事
業
と
し
て
、
昭

和
五
十
年
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
桑
折
・

国
見
・
梁
川
の
三
町
に
ま
た
が
る
地

城
、
八
百
四
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ

場
整
備
の
完
成
か
近
づ
き
、
あ
と
は

農
道
の
改
良
な
ど
一
部
を
残
す
だ
け

と
な
り

ま
し

た
。

伊
達

西
部
土

地
改

良
区

で
は

。
こ

れ

を
記

念
し
、

桑
折

町
北

半
田

宇
ド

／

原
の

広
城

農
道
沿

い
に
記

念

碑
を

建
立

し
ま
Ｉ

た
。

１

月
二

十
五

日
、
午

加

十
時

か
ら

記
念

碑
の

除
幕

式
か

行
わ
わ

、

県
、

上

地

改
良

区
関

係
者

ら
約
百

五

十
名

が
出

席
し

ま
し

た
。

碑

は
高

さ
三

・
五

メ
ー
ト

φ

。
幅

。一
・

四
メ

ー
ト

ル
の
白

。
黒
み

か

げ

石
を
使

っ
た
も

の
で
、

費
用

は
六
百

ハ

ト
一一
。万
円

。

碑
の
表

側
に

は

「
川

叫
を
拓

く
一

と
亀

岡
高

夫
代

議
士

か

揮
ご
う
し

た
文
字
。
裏
側
に
は
工

事
・

換

地
評

価
・

用
排
水

調
整

委
員

ら
事

業

に
関

係
し

た
三

肖
四

卜
人
の

名
加

が
刻
ま

れ
て

い
ま
す

。

広
域
ほ
場
整
備

完
成
を
祝
う

○
十
年
の
年
月
蹄
み
て
業
成
り
ぬ

西
根
の
沃
野
容
姿
新
た
に
。

○
天
地
と
共
に
千
萬
代
捻
る
ら
む

人
い
な
る
業
　
沃
野
整
ふ
。

○
闘
闢
の
人
業
成
り
た
る
欣
ぴ
を

碑
に
託
し
　

後
古
に
伝
ふ
。

〇
半
Ⅲ
嫩
緑
は
映
え
て
広
茫
と

見
下
す
沃
野
に
霞
漂
ふ
．

伊
達
西
郎
土
地
改
良
区
総
代

斎
藤
　
義
吉

▲巌粛に行われた除幕式

編

集

日

記

○
桜
加
線
が
北
上
を
続
け
。
十
四
日

に
は
、
福
励
市
で
も
開
花
宣
言
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
広
報
く
に
み
が
屆

く
頃
に
は
。
ち
廴
う
ど
兄
頃
と
な
・つ

で
い
る
こ
と
で
Ｉｔ

’
う
。』

○
と
こ
ろ
で
、
畚
を
告
げ
る
花
は
、

桜
や
桃
、
菜
の
花
な
ど
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
か
、
今
月
号
の
表
紙
に
使
川

し
た
カ
タ
ク
リ
も
、
そ
の
一
つ
で
す
。

カ
ラ
ー
で
な
い
の
か
残
念
で
す
か
、

赤
紫
色
の
花
か
か
れ
ん
に
咲
き
誇
り
、

山
野
に
眷
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
各
地
に
群

生
し
た
こ
の
花
も
、
い
ま
で
は
山
間

部
や
人
里
離
れ
た
丘
陵
地
で
な
い
と

見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
保
護
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。
　

ｓ

砲
町
‐
編
集

国
見
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
郡
風
兄
町
大
字
藤
田
字

］
Ｔ
田
二
２
の
Ｉ

尋
九
六
九
１
一
七
　

９
｛
○
二
四
五
｝
八
丘
１
こ
一
一
一
（
代
表
）
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